
事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有○無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

実
績
の
推
移   

17年度 18年度

決定件数

13年度
19

6,900

    

17年度16年度15年度14年度

20,000
20,00020,000
20,000

(財)勤労者福祉サービスセンターに預託原資を貸し付け、金融機関に預託する。

担当者名
生活資金融資原資

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名 産業経済部産業振興課
内線 447板垣洋子

①決算額（19年度は見込み）
予算額

20,000

20,000

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

金融機関から低利で融資を受けるために原資を預託することは、必要性が高い。
（預託金なし：表面金利２．４０％）

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
20,000

20,000
0一般財源

その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

生活資金融資原資（５４１３５３２０１）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

4

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

0
20,000

20,000

20,000
0

20,000
0

20,000
20,000

20,000

10,000
431

10,000
10,000
431

10,431
5

10,000
10,000
427

10,427
5

18年度

10,000
0

10,000
10,000

10,000

10,000
427

9
5,940
16 13

3,350
58

3,070
2

12
7,090
11

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

20,000

あっ旋件数
決定額

29
9,360

事項名

12

(財)勤労者福祉サービスセンターが行う荒川区生活資金融資あっ旋に必要な預託金を、(財)勤労者福祉
サービスセンターに貸し付けることにより金利の低減を図り、区内中小企業従業員の生活の安定に資す
る。

貸付対象　(財)荒川区勤労者福祉サービスセンター
融資対象　・従業員３００人以下で、貸付制度や共済制度を設けていない企業に勤務する者（６ヶ月以上
　　　　　　区内在住、在勤者）　・専業的家内労働者（本業として６ヶ月以上従事・区内在住）
　　　　　・住民税完納者　・返済能力がある２０歳以上の者

１　貸付額　　１，０００万円
　・中央労働金庫への預託額（融資の残高や新規融資の見込等を踏まえ、毎年度決定）
　・融資規模は、預託金に対する融資倍率２倍の融資総額２，０００万円
２　貸付先　　(財)荒川区勤労者福祉サービスセンター
３　貸付期間　平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで
４　償還方法　貸付金を平成１９年３月３１日に償還する
５　貸付利息　無利子
６　預託方法　普通預金の預託金無利子型により預託(表面金利　無利子型　１．８％、有利子型１．８
３％）＜荒川区生活資金融資制度＞
　・融資額　　　１００万円まで
　・資金用途　　医療費、出産費、教育費、住宅費等
　・返済期間　　５年以内（据置１ヶ月を含む）
　・貸付金利　　１．１％（別途、勤福センターの利子補給０．７％）

昭和４９年度　荒川区生活資金融資制度発足
平成４年　　　(財)荒川区勤労者福祉サービスセンターに移管
平成１４年度　ペイオフ一部実施に伴い、預託金を定期預金から普通預金に変更
平成１７年度　預託金額変更　２，０００万円→１，０００万円

対象者
等

内容

10

（単位：千円）

5
19年度14年度 15年度 16年度

19年度

10,000
10

経過

目的

04-01-08



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｄ

前年度設定

金融機関から低利で融資を受け、区内中小企業従業員の生活の安定に資す
るためには、預託を継続する必要性がある。

問題点・課題の改善策検討

18 4

決定件数／あっ旋件数39 92 80 80

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

融資新規実行率（％） 80

貸付金 生活資金融資原資貸付

金額（千円）主な事項
10,00010,000

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

生活資金融資原資貸付 10,000生活資金融資原資貸付

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節
金額（千円）

平成18年度（決算）

20年度の預託については、継続して実施していく。

他
区
の
実

施
状
況 生活資金　労金提携　１５区、　区直貸し　墨田区・江戸川区、みずほ銀行提携　江東区

予
算
・
決
算
の
内
訳

未実施実施

・中小企業制度融資原資の預託に合わせ、生活資金融資の預託についても１９年度に関しては引き続き実施
  する。

生活資金融資利率の低減を図ることができる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

04-01-08



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有○無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（○直営 ●一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

180

130

区内中小企業の景気動向を把握し、区の施策に活用するとともに、区内の中小企業経営者・関係者が今後
の事業経営に活用できるよう、地域経済についての情報を提供する。

区内中小企業（１９年３月）　製造業１７５社、卸売業５８社、小売業１２７社　計３６０社

区内中小企業の景況を四半期毎に調査し、商工振興の基礎資料として活用する。
（配布先）
　１　区内商工団体　２３５部
       (内訳）製造業関係団体　４０部、卸・小売関係団体　９１部、サービス関係団体　１９部、
              運輸・建設関係団体　２１部、その他商工団体　６４部（東商、工業会、商店街等）
　２　行政機関等　１９５部

昭和48年度　都内で荒川区が最初に実施
平成６年度　(株)帝国データバンクに委託
平成11年度　東京都信用金庫協会に委託(調査対象:製造業　２１５社、小売業　１４５社　計３６０社)
平成12年度　　調査対象事業所に卸売業を追加

目的

対象者
等

内容

60

（単位：千円）

実
績
の
推
移

175
58

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

1,812

調査対象事業所数（卸売業）
調査対象事業所数（小売業）

53
142

事項名

127

173
62
132130

61
197 194

56
129

207
61
132

13年度
調査対象事業所数（製造業） 208

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

2,367

2,367
2,367

2,367

3,861

1,727
1,726
2,135

3,861
25

3,881

1,727
1,726
2,155

3,881
25

1,812

1,813
1,812

1,812

1,812

1,812

1,812

根拠
法令等

48

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

商店診断事業（５４１５５００１）

事務事業の種類

課長名

1,812

都（特定財源）

区が四半期毎に実施する唯一の経済調査であり、区内経済の動向を把握する上で、景況調査の必要性は高
い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
1,812

①決算額（19年度は見込み）
予算額

1,812

1,813

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部産業振興課
内線 447板垣洋子担当者名

区内中小企業景況調査委託

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名

1,812
1,8131,813
1,812

17年度16年度15年度14年度

04-01-10



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況 未実施区：千代田区、中央区、港区、渋谷区、新宿区、世田谷区、中野区、杉並区、台東区

未実施実施

区内の中小企業経営者・関係者が今後の経営判断に活用できるよう、区内中小企業の景気動向を把握して広
く周知する必要がある。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

景況調査(分析） 1,295
データCD購入

景況調査委託
1,050

全都景況ガイド購入 22

1,726

金額（千円）主な事項
1,726委託料

一般需用費

景況調査委託

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

調査対象事業所数 380379 367 360 370

Ｂ

前年度設定

区内中小企業の景気動向を把握できる唯一の事業であるため、優先度は高
い。

問題点・課題の改善策検討

13 9

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-01-10



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

2,887
2,8872,908
2,876

＜平成１８年度契約状況＞
・原稿作成（取材を含む）の一部、紙面のレイアウト・印刷等を委託　　　１，８９０，０００円
・区内中小企業、商店街、金融機関への配布（年３回）委託　　　　　　　　 ６６９，５８６円

担当者名
産業ニュース発行

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名 産業経済部産業振興課
内線 447中村栄吾

①決算額（19年度は見込み）
予算額

2,897

3,043

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

区内産業を活性化するために、産業や観光に特化した情報を区内中小企業等に発信する必要性は高い。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
2,887

2,897一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

産業ニュース発行（５４１９５００１）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

63

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

2,876

2,876

2,887 2,109

3,020
2,109

2,109

3,931

2,761
2,207
1,724

3,931
20

4,998

2,980
2,863
2,135

4,998
25

2,903

2,903
2,903

2,903

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
発行回数 ４回 ４回

12,000部
1色４頁 1色４頁

12,000部
４回 ４回

12,000部
1色４頁 1色４頁

６月６頁

４回
12,000部
1色４頁
６月６頁

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

2,897

発行部数
印刷仕様

10,000部
1色４頁

事項名

目的

対象者
等

内容

11,000部

（単位：千円）

実
績
の
推
移 ６月６頁

４回
12,000部

区内中小企業や個人事業所、金融機関等に区の産業情報、産業振興策、企業情報等を提供する産業ニュー
スを発行することによって、産業活動の活性化を図る。

○区内中小企業・個人事業所　　製造業・卸売業等　４，１１６事業所　○区内商店街　４５商店街
○区内金融機関及び利用者　　３２店舗　○区内産業団体　１５０団体　○区施設利用者等

１　産業ニュースの作成
　・体裁　　　　タブロイド版　４ページ（※６月号は６頁）
　・発行回数　年４回（予定は、６月、９月、１２月、３月）
　・発行部数　各１１，０００部
２　産業ニュースの配布先
　・区内中小企業、個人事業所（産業システム登録）　製造業・卸売業等　約４，１００部
　・区内商店街（５０）　                        　２，３００部
　・区内金融機関（２７店舗)及び利用者　　            ８１０部
　・区施設利用者　                　           　３，７９０部

○昭和６３年度から事業開始
○平成７年度、８年度　　年１０回発行
○平成７～９年度　　　　年１回全戸配布実施
○平成９年度～　　　　　年６回発行、単色刷り
○平成１０年度～　　　　 年４回発行
○平成１２年度～　　　　 産業ホームページに掲載
○平成１６年度～　　　　 ６月号を６頁に変更

経過

４回

1色４頁
６月６頁

04-01-12



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｂ

前年度設定

産業や観光に関する情報を区内中小企業等に発信する必要性は高い。

問題点・課題の改善策検討

18 4

10,000 10,000 12,000 11,000

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

配布部数 11,000

委託料

役務費

産業ニュース作成
配布

金額（千円）

郵便料 303

主な事項
1,890
670

1,533
674 979配布

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

産業ニュース作成 1,924
配布

産業ニュース作成

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況 未実施区：中野区、中央区、世田谷区、渋谷区

未実施実施

　事業の増加に伴い、記事数が増えてきている。特に、毎年６月発行分については紙面４面では掲載が困難
な状況であるため、平成１６年度から、産業振興施策の一覧を掲載する６月号を６面に増頁した。

04-01-12



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

12

産業振興のため有意義であると認められる各種産業団体等の事業・行事を助成することにより、区内産業
団体の育成を図る。

区内の産業団体

産業団体が主催する講演会、講習会、研修会などに対し、経費の一部を補助する。
　　・補助対象経費　　会場使用料、講師謝礼、交通費
　　・補助率               １/２
　　・限度額　           　５万円
　　・同一団体に対する補助は年度内２回まで

・昭和４５年度　　　事業開始
・平成６年度　　　　限度額変更（限度額５万円）
・平成１２年度　　　補助率変更（補助率１/２）

東都製靴工業協同組合荒川支部への補助金
・平成４年度　　　　補助開始（１００万円）
・平成１３年度　　　限度額変更（９５万円）１５年度（９０万円）
・平成１６年度～　　補助額減額（６０万円）
・平成１８年度～　　見本市出展助成へ移行

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移 　

10
　

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

1,375

　
　

　
　

事項名

　
　
　

9
　
　　

　
15 14

　
　

17
　
　

13年度
助成件数 12

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

600

600
600

600

1,272

1,200
418
854

1,272
10

1,729

1,200
867
862

1,729
10

1,130

1,200
1,130

1,130

1,519

1,519

1,630

荒川区産業振興事業補助金交付要綱
根拠
法令等

45

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

産業振興行事助成（５４２１５００１）

事務事業の種類

課長名

1,375

都（特定財源）

区内産業団体の育成を図るため、各団体の事業や行事に要する経費の一部を助成することは必要である。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
1,630

①決算額（19年度は見込み）
予算額

1,375

1,550

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部産業振興課
内線 447中村栄吾

・交付希望団体は、事業収支予算書を添付して申請
・内容を審査のうえ交付決定し、補助金を交付する
・事業終了後、実績報告書の提出してもらう

担当者名
産業振興行事助成

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名

1,630
1,5191,705
1,519

17年度16年度15年度14年度

04-01-13



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

・平成１２年度から補助率が１/２となったが、申請件数はほとんど変化なく、一定の需要が見込まれるた
　め、引き続き事業を継続する必要がある。
・東都製靴工業協同組合荒川支部への補助金については、見本市出展に係る補助制度へ移行した。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

研修会・講習会等助成 600研修会・講習会等助成267
600

金額（千円）主な事項
418負担金補助 研修会・講習会等助成

東都製靴工業協同組

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

助成件数 12

　

　

　 　

14 9 10 12

　 　

Ｃ

前年度設定

区内産業団体の育成を図るため、引き続き、産業振興のため有意義である
と認められる各種産業団体等の事業・行事を支援する。

問題点・課題の改善策検討

0 22

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-01-13



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ●
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

経過

160

200
120

　東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部が実施する事業に対し、補助金を交付することにより、事
業の運営を円滑にし、地域住民の健康増進とコミュニケーションの場を設け、あわせて公衆浴場事業の振
興を図ることを目的とする。

東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部42浴場（平成19年6月現在）

[補助金対象のサービス事業の内容]
　1　しょうぶ湯  5月5日 小学生以下入浴料無料缶ジュース50名プレゼント
　　　18年度　43浴場　6,377人　　17年度　45浴場　6,741人　 　16年度　48浴場　9,006人
　2　ゆず湯 冬至の日（12/22） 小学生以下缶ジュース50名プレゼント
　　　18年度　42浴場　7,325人　　17年度　44浴場　6,327人　　16年度　 48浴場　8,458人
　3　正月朝湯　 1月2日 先着240名の大人に石鹸プレゼント
　　　18年度　41浴場　7,401人　　17年度　44浴場　7,171人 　　16年度　48浴場　9,437人
　4　荒川銭湯寄席 18年度から実施  年5回　区内の浴場で銭湯寄席を行い参加者に入浴券プレゼント
　　　18年度　5浴場開催　178人
[サービス事業の実績額積算]
　・しょうぶ湯・ゆず湯（原材料費×浴場数）＋（飲物代×本数）＋（ポスター枚数×浴場数）
　・正月朝湯（粗品代×浴場数）＋（ポスター枚数×浴場数）
　・荒川銭湯寄席　19年度落語家謝礼＋消耗品費

昭和60年4月　しょうぶ湯、ゆず湯開始
昭和63年4月　レモン湯開始
平成 3年4月　りんご湯開始
平成 4年4月　年越湯開始
平成 5年4月  銭湯スタンプラリー開始
平成10年4月　レモン湯、りんご湯、銭湯スタンプラリーを廃止。年越湯を正月朝湯に名称変更
平成18年4月　荒川銭湯寄席を開始

目的

対象者
等

内容

180

（単位：千円）

実
績
の
推
移

148
174

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

2,459

　　　　　　　　　　　　　　ゆず湯
　　　　　　　　　　　　　　正月湯

201
230

事項名

181
178

150
144
163226

196
179 188

176
197

188
184
202

５浴場の参加人員　　荒川銭湯寄

13年度
1浴場当たり利用人員　しょうぶ湯 171

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

2,206

2,206
2,206

2,206

2,935

2,633
2,269
666

2,935
15

2,713

2,130
1,925

788

2,713
20

2,068

2,254
2,068

2,068

2,168

2,168

2,319

公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部公衆浴場
事業補助金交付要綱   公衆浴場法

根拠
法令等

60

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度無

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード(18年度）

公衆浴場需要喚起対策補助事業（54-70-25-01)

事務事業の種類

終期設定

2,459

都（特定財源）

区民の健康増進とコミュニケーションの場を確保するために、公衆浴場の振興を図ることは必要である。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
2,319

①決算額（19年度は見込み）
予算額

2,459

2,623

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

課長名 高岡　芳行
牧之瀬　晃子 内線 477

区が補助金を交付し、東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部がサービス事業を実施する。

担当者名
公衆浴場需要喚起対策補助事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

部課名 産業経済部産業振興課

2,319
2,3202,576
2,168

17年度16年度15年度14年度

04-01-28



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況 未実施区：中央区、新宿区、台東区、墨田区、品川区、杉並区

未実施実施

　事業実施日の入浴者数は多く（平日の入浴者数と比較すると30.4％増）、本事業の一定の効果はあるが､
日常的な需要増加には至っていない｡自家風呂の普及等により利用者が減少している現在､公衆浴場が自家風
呂にない魅力やサービスを提供すると同時に､区として公衆浴場の有効利用を､福祉や保健などの部門と連携
し、検討する必要がある｡

区の関連部門と連携し、高齢者や子育て支援関連事業
等で公衆浴場の有効利用を図る必要がある。

公衆浴場のPRが図られ、利用人員の増加に寄与する。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

公衆浴場の魅力向上に役立ち、利用人員の増加に寄与
する。

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

事業補助　しょうぶ湯 468
　　　　　　　ゆず湯

事業補助　しょうぶ湯
472

　　　　　　　正月朝湯 834
　　　　　荒川銭湯寄席 432

　　　　　　　ゆず湯
546
525
854

金額（千円）

　　　　　荒川銭湯寄席 550
　　　　　　　正月朝湯 795

主な事項
469
455

負担金 事業補助　しょうぶ湯
　　　　　　　ゆず湯
　　　　　　　正月朝湯

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

1浴場当たり利用人員（サー
ビス事業の平均利用人員）

180 （荒川銭湯寄席は除く）187 153 168 180

B

前年度設定

公衆浴場の良さをPRし、需要喚起を図ることができる。

問題点・課題の改善策検討

16 6

サービス事業の補助対象の拡大について検討する。

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

B

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-01-28



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

経過

14浴場

　荒川区内の公衆浴場経営者に対し、設備改善補助金を交付することにより、公衆浴場の転廃業を防止
し、その経営の安定と振興を図り、もって区民の健康増進等を図ることを目的とする。

 東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部の組合員である公衆浴場経営者
　　42浴場（平成19年6月現在）

公衆浴場の設備改善を行う公衆浴場経営者に対し交付する。
[交付対象]
　・元釜及び配管工事　・元釜層　・バーナー　・温水器、濾過器　・水中ポンプ　・受水槽　・煙突
　・ロッカー設置、修理等　・サッシ取替え、修理等　・気泡器設置、修理等
　・超音波装置設置、修理等　・冷暖房機設置、修理等　・浴室内塗装　・脱衣室内塗装、床板張替え
　・サウナ設置、修理等　・浴室内背景張替え　・その他区長が必要と認めたもの
　※既に補助金交付を受けたことのある者は、前回補助金交付時より１年を経過しなければならない。

[補助率及び限度額]　　設備改善に要する経費の2分の1以内の額とする。ただし、80万円を限度とする。

昭和53年5月　　荒川区公衆浴場設備改善事業補助金交付要綱制定
昭和61年4月　　補助金交付要綱第3条　　補助金限度額を40万円とする。
昭和63年4月　　補助金交付要綱第3条　　補助限度額40万円から60万円に改正する。
平成 4年4月    補助金交付要綱第4条　　補助限度額60万円から70万円に改正する。
平成17年4月　　補助金交付要綱第4条　　補助金の限度額を70万円から80万円に改正する。
平成19年4月　　補助金交付要綱第3条2項 補助金の交付間隔を2年から1年に改正する。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移 温水器外冷暖房機外

5浴場
塗装工事2

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

8,450

設備改善内訳 ろ過器8
元釜3

事項名

空調設備外 冷暖房機外

配管工事１
ろ過器外

12浴場
元釜2
塗装工事3ろ過器3

元釜3
11浴場 6浴場

元釜3
塗装工事1

4浴場
冷暖房機2
元釜2

13年度
交付申請浴場数 14浴場

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

9,000

9,000
9,000

9,000

3,673

8,000
3,007
666

3,673
15

8,735

8,000
7,947
788

8,735
20

3,515

8,450
3,515

3,515

6,673

6,673

2,625

荒川区公衆浴場設備改善事業補助金交付要綱、公衆浴場法、
公衆浴場の設置場所の配置及び衛生措置等の基準に関する条例

根拠
法令等

53

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度無

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード〈１８年度）

公衆浴場設備改善補助事業（54-70-50-01)

事務事業の種類

終期設定

8,450

都（特定財源）

　区民の健康増進とコミュニケーションの場を確保をするために、公衆浴場の振興を図ることは必要であ
る。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
2,625

①決算額（19年度は見込み）
予算額

8,450

9,100

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

課長名 高岡　芳行
牧之瀬　晃子 内線 477

　区が補助金を交付し、公衆浴場経営者が設備改善を行う。

担当者名
公衆浴場設備改善補助事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

部課名 産業経済部産業振興課

2,625
8,4508,476
6,673

17年度16年度15年度14年度

04-01-29



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況 未実施区：豊島区、杉並区

未実施実施

　魅力ある公衆浴場づくりを推進するために､設備改善事業補助金交付対象の拡大を検討し、公衆浴場の振
興を図る。

高齢者等利用者の特性に対応した施設改修等の可能性
について検討する。

快適に利用できる公衆浴場づくりを行うことによっ
て、公衆浴場の維持・発展を図ることができる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

設備改善補助金 9,000設備改善補助金7,947

金額（千円）主な事項
3,007負担金 設備改善補助金

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

交付件数 146 12 5 14

A

前年度設定

浴場を快適に利用するために必要な設備改善を図ることにより、公衆浴場
の維持・発展を図ることができる。

問題点・課題の改善策検討

20 2

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

A

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-01-29



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
○ ●
○ 有 ●
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

　区は各浴場に広報スタンドに設置し、公衆浴場に対しては、配布及び管理手数料を支払う。
　公衆浴場分の広報印刷とシルバー人材センターの委託は、各所管課が行う。

担当者名
公衆浴場広報等配布事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

部課名 産業経済部産業振興課 課長名 高岡　芳行
牧之瀬　晃子 内線 477

①決算額（19年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

　公衆浴場を区政情報の発信拠点にするとともに、公衆浴場の振興を図ることは必要性である。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
0

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（１８年度）

公衆浴場広報等配布事業（54-70-75-01)

事務事業の種類

終期設定
年度平成昭和
年度無

公衆浴場広報等配布事業契約書
根拠
法令等

18

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

0

0

0 0

0

0

0

3,344

2,972
2,678
666

3,344
15

2,081

2,081
2,081

2,081

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
広報配布件数

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

1浴場、1回当たり配布する部数

事項名

目的

対象者
等

内容

60

（単位：千円）

実
績
の
推
移

62
60

　公衆浴場に広報スタンドを設置し、区報、区報ジュニア、区議会だより、産業ニュースを公衆浴場利用
者に配布することによって、公衆浴場を区政情報の発信拠点にするとともに、公衆浴場の魅力向上と経営
安定を図ることを目的とする。

東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部42浴場（平成19年6月現在）

1　広報等配布を東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部へ依頼する。
2  区は、広報スタンドを各浴場の男女更衣室に設置する。(初年度の18年度のみ）
3  シルバー人材センターに委託し、区報等を各浴場に配付する。
4  各浴場は、区報等を広報スタンドに備え付け、浴場利用者に積極的に配布し、区政情報の周知に努め
　　るとともに、スタンドの管理・清掃を行う。
5　東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部より6ヶ月毎に報告書を受領し、区報等の配布及びスタ
    ンド管理手数料として1浴場につき月4千円の役務費を支払う。
6　配布期間は、概ね1ヵ月間とする。

平成18年4月　昭和45年度から実施していた公衆浴場内ポスター掲示事業を平成17年度で廃止。これに
　　　　　　 代わって、公衆浴場広報等配布事業を実施する。

経過

63

04-01-30 



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

B

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

B

前年度設定

18年度の新規事業であり、一定期間をおいて効果を見きわめる必要があ
る。

問題点・課題の改善策検討

12 10

1浴場、年間に配布する件数― ― 62 63

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

広報配布件数 63

一般需要
役務費

金額（千円）主な事項
646

2,032 2,064広報配布手数料

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

広報スタンド 17
広報配布手数料

広報スタンド

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

区民への周知を図り、公衆浴場を区報情報の発信拠点
として積極的に活用する。

区政情報を周知することができる。また、公衆浴場の
魅力の向上に役立ち、利用者の増加に寄与する。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況 未実施区：千代田区、港区、文京区、墨田区、江東区、世田谷区、豊島区、北区、足立区、江戸川区

＊ポスター掲示事業を含む数未実施実施

本事業について区報やホームページ等で区民に周知し、公衆浴場を区報情報の発信拠点として広報スタンド
を積極的に活用する。

04-01-30 



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

● （○ ○ ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
○ ●
●有○
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

助成対象者から交付申請を受け、申請書を審査し交付決定、燃料費の一部を助成する。

担当者名
公衆浴場燃料費緊急助成事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

部課名 産業経済部産業振興課 課長名 高岡　芳行
牧之瀬　晃子 内線 477

①決算額（19年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

燃料費の緊急助成は、区民の健康増進等を図るために、公衆浴場の経営の安定を図ることができる。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
0

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード〈１８年度）

公衆浴場燃料費緊急助成事業（54-70-80-01）

事務事業の種類

終期設定
年度平成昭和
年度無

荒川区公衆浴場燃料費緊急助成金交付要綱
根拠
法令等

18

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
19

0

0

0 0

0

0

0

3,827

5,544
3,161
666

3,827
15

4,680

4,680
4,680

4,680

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
交付対象浴場数

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

16

　原油価格の高騰が公衆浴場経営者にとって大きな負担増となっているため、燃料として重油を使用して
いる公衆浴場に対し、助成金を交付することにより、公衆浴場の経営安定、転廃業防止を図り、もって区
民の保健衛生の向上に寄与することを目的とする。
　本事業は18年度限りだったが、原油価格が高止まりのため、引き続き19年度も助成する。

東京都公衆浴場業生活衛生同業組合荒川支部の組合員である公衆浴場経営者

[助成額の算定方法]
　  月額の助成額＝負担増額（1kl当たりの助成額）×使用量×助成割合1/2

[実施方法]
1　交付対象者は重油を使用している公衆浴場経営者とする。
2　助成額は、負担増額分の2分の1とする。
3　１kl当たりの助成額を定額とする。(19年度13,000円/kl）
4　使用量については、領収書等で確認する。
5　助成額の支払は、6ヶ月毎に行う。

＊定額１kl当たり　18年度14,000円　19年度13,000円

平成18年4月　　燃料費緊急助成事業を開始。経過

20

04-01-31



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

D

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

D

前年度設定

　19年度限りの事業

問題点・課題の改善策検討

9 13

― ― 16 20

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

交付対象浴場数 ―

19負担金

金額（千円）主な事項
3,161

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

燃料費助成金 4,680燃料費助成金

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

　重油以外の燃料を使用している浴場も含めて、改め
て燃料費助成について検討する。

公衆浴場の経営安定、転廃業防止を図る。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実
施

状
況

燃料費助成未実施区13区のうち､足立区は17年度に限り緊急助成を実施。文京区は17年度で終了した。
未実施区：新宿区､文京区、台東区、墨田区、江東区、品川区、大田区、中野区、杉並区、北区、板橋区、
　　　　　足立区、江戸川区

未実施実施

　18年度のみの緊急助成事業だったが、原油価格が高止まりのため、19年度も燃料費助成を実施する。今後
の燃料費助成については、重油以外の燃料を使用している浴場も含めて改めて検討する。

04-01-31



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

46,163
43,99548,099
38,940

財団法人荒川区勤労者福祉サービスセンター補助金交付要綱に基づき実施
交付申請　→　交付決定　→　補助金請求　→　補助金支出　→　履行最終確認
実績報告　→　補助額確定　→　精算（超過額返還）

担当者名
荒川区勤労者福祉サービスセンター補助

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名 産業経済部産業振興課
内線 447中村栄吾

①決算額（19年度は見込み）
予算額

47,296

52,485

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

  福利厚生事業等を実施することが困難な区内の中小企業の勤労者等のために、サービスを行うことは、
区内中小企業の振興と地域社会の発展のために必要である。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
46,163

47,296一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

職員人件費、運営費（５４７２２５０１、５４７２５００１）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

㈶荒川区勤労者福祉サービスセンターに対する助成等に関する条例
㈶荒川区勤労者福祉サービスセンター補助金交付要綱

根拠
法令等

2

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

38,940

38,940

46,163 39,365

41,298
39,365

39,365

36,836

40,830
35,974
862

36,836
10

38,357

38,911
36,649
1,708

38,357
20

38,672

38,672
38,672

38,672

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
会員数 3,754 3,595

1,673
　 　

1,629
3,455 3,346

1,601
　 　

　

3,220
1,585
　
　

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

47,296

事業所数
　

1,720
　

事項名

目的

対象者
等

内容

1,560

（単位：千円）

実
績
の
推
移 　

3,131
1,555

財団法人荒川区勤労者福祉サービスセンターに対し、人件費及び運営費を助成することにより、センター
が実施する区内中小企業勤労者への福利厚生事業、各種研究会・講習会の事業等の円滑な運営を図り、
もって、中小企業の振興と地域社会の発展に寄与することを目的とする。

(財)荒川区勤労者福祉サービスセンター
対象経費（補助金交付要綱第３条）：センターを管理運営するために必要な経費（区長が認めたもの）

１　設　立　　平成２年１０月１５日　「財団法人荒川区勤労者福祉サービスセンター」
２　目　的　　区内の中小企業に勤務する勤労者と事業主及び区内在住の中小企業勤労者に対し、総合的
            な福祉事業を行い、もって中小企業の振興、地域社会の発展に寄与すること
３　事  業　　①　中小企業勤労者福祉に関する調査研究事業
              ②　中小企業勤労者福祉に関する各種研究会・講習会等事業
              ③　中小企業勤労者福祉に関する情報提供事業
              ④　中小企業勤労者福祉事業（在職中の生活安定に係る事業・健康維持増進に係る事業・
                老後生活の安定に係る事業・自己啓発、余暇活動に係る事業・財産形成に係る事業）
              ⑤　東京都及び区が行う勤労者福祉推進事業への協力事業
４　事務局職員構成（Ｈ１８．４．１）
    事務局長（常務理事兼務）１名、次長（派遣職員）１名、非常勤職員５名
５　基本財産　３億円（平成２年１０月区出損、平成１４年度運用：ペイオフに伴い国債を購入）
６　会 員 数　３，１３１人、１，５５５事業所(平成１９年３月３１日現在）
７　会　　費　月額６００円（平成１４年４月改定）、入会金２００円

平成元年１０月１日　　任意団体「荒川区勤労者福祉サービスセンター」設立
平成２年１０月１５日　「財団法人荒川区勤労者福祉サービスセンター」設立
平成９年度　　　　　派遣職員　３名→２名に減
平成１３年度　　　　 サービスセンター中長期計画策定（１０月）・外部監査実施・ホームページ開設
平成１４年度 　　　　会費月額５００円→６００円に改定
平成１５年度　　　　 派遣職員２名→１名に減、固有職員１名→非常勤職員１名

経過

3,170

04-01-32



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｂ

前年度設定

事業所数

財団のあり方については検討していくが、荒川区は中小規模事業所の割合
が高いため、中小企業の福利厚生事業等を支援していく必要性は高い。

問題点・課題の改善策検討

21 1

(㈶)荒川区勤労者福祉サービスセンターのあり方につ
いて、引き続き検討していく。

1,575

3,346 3,220 3,131 3,140

1,601 1,585

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

会員数 3,170

1,555 1,560

負担金補 人件費
運営費

金額（千円）主な事項
28,564
8,085

28,510
7,464 9,490運営費

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

人件費 29,182
運営費

人件費

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

(㈶)荒川区勤労者福祉サービスセンターの会員確保及
びサービス向上策の検討・実施を支援する。

会員数及び加入事業所数の減少に歯止めがかかり、増
加に転ずる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

国庫補助受入区　　１８区（自主運営区：文京区、品川区、渋谷区）
全福加入区　　　　１０区（未加入区５区：千代田区、大田区、世田谷区、渋谷区、葛飾区）

江戸川区未実施実施

・会員数及び加入数の減少が続いているため、サービス内容の向上などにより、会員数の増加を図る必要が
  ある。
・国の公益法人改革の動向を踏まえ、今後の組織のあり方を検討する必要がある。
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事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業

○ ●

○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

5

300

財団法人荒川区勤労者福祉サービスセンターが実施する次の２つの事業に必要な経費を補助することによ
り、区内の中小企業事業主と従業員の経費負担を軽減し、その生活の安定と福祉の向上を図る。
①　中小企業退職金共済制度掛金補助　　②　生活資金融資利子補給及び信用保証料補助

・中小企業退職金共済制度掛金補助：区内に事業所を有する従業員の数が４人以下の事業主
・生活資金融資利子補給及び信用保証料補助：生活資金融資借受者

１　中小企業退職金共済制度掛金補助
    退職金を設けることが困難な中小企業主が、従業員に退職金を支払うために中小企業退職金共済制度
  (中小企業退職金共済法）に加入した場合、その掛金の補助を行う。
 (1)　補助内容：被共済者１人につき中退金契約月から１２ヶ月分の掛金納付額の２分の1(２万円限度）
 (2)　国の助成：①事業主の掛金の２分の１（加入後４ヶ月目から１年間　上限５，０００円）
                ②パートタイマー等短時間労働者の特例掛金　①に３００円～５００円上乗せ
 (3)　掛金（月額）：５，０００円～３０，０００円、パートタイマー等　２，０００円～４，０００円
 (4)　退職金額（３０年納付）：２，１０７千円(掛金５，０００円の場合）～１２，６３９千円（掛金３０，０００円の
    場合）
２　生活資金融資利子補給及び信用保証料補助
    生活資金融資を受ける際に、借受者の負担を軽減するため利子の補給と信用保証料の補助を行う。
    助成内容：利子補給（表面金利の４割補助）及び信用保証料補助（１０割補助）を行う。

昭和４９年度　　生活資金融資あっせん事業開始
昭和５５年度　　中小企業退職金共済掛金補助開始
平成 ４年度　　(財)荒川区勤労者福祉サービスセンターに事務移管

目的

対象者
等

内容

5

（単位：千円）

実
績
の
推
移 　

1
2

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

683

保証料補助件数
利子補給補助件数

12
562

事項名

　
269
　

2
11
356448

8
3 5

5
437

3
9

562

13年度
中退金補助件数 4

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

539

539
539

539

949

590
95
854

949
10

1,174

628
312
862

1,174
10

293

667
293

293

382

382

345

㈶荒川区勤労者福祉サービスセンターに対する助成等に関する条例
㈶荒川区勤労者福祉サービスセンター補助金交付要綱

根拠
法令等

4

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

終期設定

年度平成昭和

年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

勤労者福祉事業推進費（５４７２７５０１）

事務事業の種類

課長名

683

都（特定財源）

  退職金制度を設けることが困難な区内中小企業事業主が、従業員に退職金を払うために、中小企業退職
金共済制度に加入した場合にその掛金の一部を補助することは必要性が高い。また、区内中小企業の従業
員が、生活資金融資を受ける際に、その負担を軽減するため、利子補給及び信用保証料を補助することは
必要性が高い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
345

①決算額（19年度は見込み）
予算額

683

2,026

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部産業振興課
内線 447中村栄吾

(財)荒川区勤労者福祉サービスセンターの交付申請に基づき、年度当初に全額を交付

担当者名
荒川区勤労者福祉サービスセンター福祉
事業推進費

新規事業 19年度 18年度

計画区分

高岡芳行部課名

345
8921,309
382

17年度16年度15年度14年度
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事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

・中退金補助：墨田区、葛飾区、北区
・生活資金融資制度廃止区：２区（品川区、台東区）

江戸川区未実施実施

・中小企業退職金共済制度掛金補助の利用件数が少ない。

・他区の利用中小企業退職金共済制度掛金補助につ
　いて、他区の利用状況等を調査し、あり方を検討
　する。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

中退金制度補助 100
生活資金融資利子補給

中退金制度補助
129

信用保証料補助 310
生活資金融資利子補給

40
87
185

金額（千円）

信用保証料補助 67

主な事項
20
8

負担金補 中退金制度補助
生活資金融資利子補給

信用保証料補助

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

中退金補助件数 5

2 5

437 356 269 300

5

利子補給補助件数

5 2 1 5

5 11

Ｂ

前年度設定

保証料補助件数

  中小企業退職金共済制度掛金補助については、退職金制度を設けること
が困難な中小企業事業主が多い当区にとって必要性が高いが、利用件数が
少ないことから、あり方について検討する必要がある。

問題点・課題の改善策検討

21 1

300

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度
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事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（○直営 ●一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

15年度14年度

14

①決算額（19年度は見込み）
予算額

1,488

1,968

高岡芳行部課名

1,226
1,6301,750
1,455

17年度16年度

447板垣洋子

(財)荒川区勤労者福祉サービスセンターに一部を委託し、サンパール荒川小ホールで実施
　対象：平成１８年度実績
　　１０年表彰 122人、２０年表彰 69人、３０年表彰 21人、４０年表彰 12人、功労者表彰 9事業所

担当者名
事業所功労者表彰事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

自社で表彰することが難しい中小企業の従業員を、区が合同で表彰することは、従業員の勤労意欲の向上
と区内企業の人材の確保及び定着化を図り、区内産業の活性化を推進することになるため、必要性は高
い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
1,226

1,488

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

事業所功労者表彰事業（５４７３５００１）

事務事業の種類

課長名産業経済部産業振興課
内線

終期設定
年度平成昭和
年度

荒川区事業所功労者表彰実施要綱
荒川区功労事業所表彰実施要綱

根拠
法令等

27

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

1,455

1,455

1,226 1,271

1,526
1,271

1,271

3,052

1,406
1,328
1,724

3,052
20

2,989

1,434
1,281
1,708

2,989
20

1,434

1,434
1,434

1,434

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

9

１０年表彰 138

功労事業所（事業所） 10
４０年表彰 21 16

110
59
22

92
41
39 38

68
135

55
24

16 19 12

1,488

２０年表彰
３０年表彰

61
29

事項名 13年度
一般財源
その他（特定財源）

目的

対象者
等

内容

区内の中小企業及び商工団体の発展に貢献し、勤務成績が優れている従業員を表彰することにより、従業
員の勤労意欲の向上と区内産業の人材の確保及び定着化をはかり、区内産業の活性化を推進する。

①区内の同一事業所に引き続き勤務する従業員で、勤務成績が優秀な者　②４０年表彰の従業員が属する
事業所（５年以上区内で事業を営んでいる者）

　表彰審査会（表彰審査会構成員：産業経済部長、産業振興課長）で、事業所から推薦があった被表彰者を決定し、
「荒川マイスター表彰」及び「障害者雇用優良事業所感謝状贈呈」と合同で実施する「産業功労者表彰式」において、表
彰状と記念品(荒川区内共通お買い物券）を授与する。
（記念品）10年:3,000円、20年:4,000円、30年:5,000円、40年:6,000円、功労事業所:8,000円
（平成１８年度）　１１月１日（水）　１５時３０分～１４時３０分　サンパール荒川小ホール
（平成１９年度）　１１月２日（金）　１１時００分～１２時００分　サンパール荒川小ホール

昭和27年度　　事業開始（昭和２８年１月２０日実施）
平成４年度　　(財)荒川区勤労者福祉サービスセンターに委託開始
平成５年度　　功労事業所表彰を実施
平成８年度　　アトラクションを中止
平成９年度　　５年表彰を廃止
平成10年度　　記念品を「区内共通お買い物券」に変更
平成13年度～　「荒川区産業功労者表彰」として、荒川マイスター表彰と合同で式典を実施
平成15年度～　荒川区障害者雇用等優良事業所感謝状贈呈も合わせて実施

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

130
60

122
69

20
1098 8

（単位：千円）

実
績
の
推
移

5

経過

133

3021
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事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｂ

前年度設定

功労事業所

区内の中小企業従業員の勤労意欲の向上と区内産業の人材の確保及び定着
化を図るために重要な事業であるため引き続き実施していくが、表彰年数
の見直しを図っていく。

問題点・課題の改善策検討

13 9

 

10年＋20年＋30年＋40年表彰

10  

207 231 224 240

8 8

240

9 10

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

被表彰者数

 
 
 

使用料及

記念品（お買い物券）
表彰事業実施委託
サンパール荒川使用料

主な事項
891
374

一般需用
委託料 表彰事業実施委託

金額（千円）

記念品（お買い物券）

 
 

   

 

 

 

 
 
 

 

980917
396
15 16サンパール荒川使用料 16

438
サンパール荒川使用料
表彰事業実施委託

 

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

記念品（お買い物券）

金額（千円）主な事項
節・細節

金額（千円）

平成18年度（決算） 平成19年度（予算）

○１３年度からマイスター表彰、１５年度からは荒川区障害者雇用等優良事業所感謝状贈呈と合同で、式典
  を実施している。今後も、表彰年数等を含めて見直しを行う。
○被表彰者の推薦については、区報、産業ホームページ、産業ニュース、各企業への郵送等で周知を図って
  いるが、漏れがないようにさらに徹底する。

 

  

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

千代田区、渋谷区、中野区、豊島区、品川区、北区、板橋区（記念品配送）、葛飾区で中止、文京区は産業
連合会との共催

未実施実施

予
算
・
決
算
の
内
訳
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事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

経過

　区中小企業融資を利用する区内中小企業者に対して、金利の一部及び信用保証料の全部又は一
部を補助することにより、融資借受に伴う負担軽減を図るとともに、経営の安定化を支援する。
　また、経営、税務、金融及び創業等の専門知識を持つ相談員（中小企業診断士、税理士）を配置した相
談窓口を開設し、事業者の経営等の支援を行う。

中小企業制度融資の借受者
融資及び経営改善、創業等に取り組む相談希望者

【利子補給】
　融資の種類別に本人負担金利を設定し、表面金利との差を金融機関に利子補給している。

【信用保証料】
　融資の種類別に補助率を設け、融資借受者に信用保証料の1/2ないし1/4(普通融資)又は全額(特別融資)
を補助

【融資相談】
　月～金曜日の午後1時から４時まで専門家に依頼し、経営支援課相談室で相談を実施
　〔中小企業診断士〕月・水・金　　〔税理士〕火・木

【その他】　　　　　融資管理システムの維持、パンフレット、申込用紙等の印刷、消耗品の購入

利子補給　　　　　　　　　昭和46年利子補給制度開始
信用保証料補助　　　　　　昭和36年信用保証料補助開始、H10年から補助対象を2本までとした
融資相談　　　　　　　　　昭和26年商工相談開始、H5年から商工相談と融資相談を統合
中小企業融資システム　　　昭和63年導入、H4年機器更新、H12年機器更新・ソフトウェアWindows化、H19機器更新予定

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移 223254

125,131
136,730

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

152,126

信用保証料の補助額
信用保証料の補助件数

72,147
986

事項名

494 254
1,043
219

125,977
131,032

9191,393
196,738
119,387 131,480

113,835
837

94,174
78,362
825
384融資相談件数（企業診断含む）

13年度
利子補給額 75,422

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

0

432,709

0

8,129

278,779

289,553

265,530

21,378

286,908

380

6,652

275,813

303,655

261,087

21,378

282,465

380

6,043

243,385

397,784

249,428

249,428

312,425

7,931

320,356

66

176,630

荒川区中小企業融資要綱
根拠
法令等

26

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

利子補給(54-13-48-01)、信用保証料補助(54-13-64-01)
事務費(54-13-80-01)

事務事業の種類

課長名

238

151,888

都（特定財源）

区内中小企業者の事業資金の調達に係わる負担軽減を図ることで、事業経営の安定化を図る。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
176,696

①決算額（19年度は見込み）
予算額

152,126

261,623

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部経営支援課
内線 467古瀬　秀幸

利子補給　　　　　四半期ごとに補給額を積算し、金融機関と照合のうえ、直接金融機関に支払う。
信用保証料補助　　前月の融資実行に伴う金融機関からの報告に基づき、信用保証料補助対象者の
　　　　　　　　　口座に振込む。

担当者名
中小企業融資事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名

176,696

354,347219,409

320,356

17年度16年度15年度14年度

04-02-11



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

信用保証料補助については、実施15区、未実施7区
(文京区、世田谷区、中野区、杉並区、豊島区、板橋区、練馬区)

未実施実施

【利子補給】
・責任共有制度の実施や金融政策の転換による貸出金利の上昇など区制度融資の表面金利に影響が出てくる恐れがあ
  る。
・また、責任共有制度により、金融機関の融資先企業の選別が行われる可能性があり、事業資金調達に支障が生じる
　企業が出てくることが懸念される。
【信用保証料補助】
　　国による「信用補完制度見直し」の一環として信用保証協会が実施した信用保証料体系の変更(平成18年4月)は、
　予想したほど影響はなかったが、今後もその動向を注視していく必要がある。

［利子補給］
　預託の廃止や責任共有制度の導入などにより、区内
中小企業の融資借入の際の金利に過度の負担が生じな
いような表面金利を設定する。

　区内中小企業の資金調達に支障を生じさせず、ス
ムーズな事業運営が期待できる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

システム更新

490

システム保守等システム保守

節・細節
平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

14年2定　運転資金や手形割引など、生き残りに必要な資金確保に区として必要な特別融資
　　　　 を実施することについて

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

1,378

1,187

利子補給 187,585

信用保証料補助金
利子補給

相談及び企業診断謝礼

申込書等の作成等
475

232,024

融資相談員報酬 6,283

相談及び企業診断謝礼 3,762

申込書等の作成等

信用保証料補助金

システム保守
447

378

125,977

131,032

3,253

金額（千円）

申込書等の作成等 205

相談及び企業診断謝礼 2,989

主な事項
125,131

136,730

19負担金補助

19負担金補助

1報酬

利子補給
信用保証料補助金

11一般需用費

8報償費

13委託料

18備品購入費

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

融資実行件数 1,200

213 340 460

925 1,036 1,129 1,390

205 241

A

前年度設定

融資専門相談実績

　融資あっ旋により資金調達を容易にし、利子補給や信用保証料を補助す
ることにより、区内中小企業の資金調達に伴う負担軽減を図ることは極め
て重要である。

問題点・課題の改善策検討

22

［信用保証料補助］
　保証料率体系の変更から1年しか経過していないこ
とから、区内中小企業への影響が不明であるため、今
後も影響を注視ししていく必要がある。

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

A

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-02-11



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

2,760,000

2,653,6002,760,000

2,653,600

担当者名
中小企業融資原資預託

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 467古瀬　秀幸

①決算額（19年度は見込み）
予算額

2,701,000

2,701,000

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

　金融政策の変化等による金利の上昇懸念や本年10月からの責任共有制度の実施など、中小企業融資を取り巻く環境
の変化が激しいことから、19年度は引き続き預託を継続した。今後も、金利動向や責任共有制度の影響が不確定であ
るため、当分の間、預託を継続する必要がある。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
2,760,000

2,701,000

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

中小企業融資原資(54-13-16-01)

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

荒川区中小企業融資要綱
根拠
法令等

36

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

0

2,653,600

2,653,600

2,760,000

0

3,336,000

0

3,336,000

3,336,000

3,336,000

2,050,000

9,018

2,050,000

2,050,000

9,018

2,059,018

120

959,000

9,018

959,000

959,000

9,018

968,018

120

1,030,000

0

1,030,000

1,030,000

1,030,000

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

年度末貸付残高

13年度
年度内新規あっ旋額 60.8億 92.8億

1,254
60.6億
110.3億

63.6億
1,278
75.9億 53.1億

925
49.2億 69.3億

148.8億

64.3億
1,036
59.8億
137.4億

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

2,701,000

年度内新規実行数
年度内新規実行額

1,152
46.8億

事項名

118.6億

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移 133.5億138.3億

75.4億
1,129

　中小企業融資制度を長期・固定・低利で運営するため、取扱金融機関に対して融資の呼び水として原資
を預託し、もって融資の実行率を上げる。

荒川区中小企業融資取扱金融機関
【平成19年度】15金融機関　49店舗　預託額10億3,000万円　〔内訳〕(銀行)7銀行19店舗・1億4,900万
円、(信用金庫)5信金26店舗・8億6,400万円、(信用組合)3信組4店舗・1,700万円

１預託金額算出方法
　(1)　年度末貸付残高(見込)の1/5相当額を目安に計上し、年度当初の制度融資取扱金融機関の融資残高に応じて
　　　各金融機関に預託。
　(2)　預託は、原則として区内の支店等に預託し、区外支店分については、区内支店等のうち幹事行を定め、幹
　　　事行分を含めて預託。
　(3)　なお、預託は18年度をもって廃止に向けて17年度から段階的に削減していたが、次の理由等により19年度
　　　も引き続き預託を継続
　　(継続理由)
　　　量的緩和やゼロ金利解除などの金融政策の変化等による金利の上昇懸念や19年10月から実施される「責任
　　　共有制度」など、中小企業融資を取り巻く環境が大きく変化している状況であることから、区融資制度に
　　　対してそれらの影響が及ばないよう、19年度に関しては、引き続き預託を継続することとした。
２預託金配分方法　　各金融機関の年度当初の貸付残高に応じて按分
３預託方法　　　　　ペイオフ完全実施に伴い、17年度から普通預金から決済用預金(無利息)に変更
４預託期間　　　　　4月1日から翌年3月20日頃

〔昭和36年度〕中小企業年末小額融資発足(預託1,500万)　〔平成 6年度〕融資目標額方式から貸付残高
方式(融資残額の1/5)に変更　〔平成15～17年度〕ペイオフ実施に伴い、順次預託方法変更し、最終的に
決済用預金で預託　〔16年度〕18年度で廃止する方針を決定　〔平成19年度〕金融政策の変化や責任共有
制度の実施を考慮し、廃止を一時凍結

経過

04-02-12



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｄ

前年度設定

　金利動向や責任共有制度の影響が不確定であるため、区内中小企業の事
業資金調達の円滑化や経営の安定化を図る観点から、預託を継続する必要
がある。

問題点・課題の改善策検討

10 12

925 1,036 1,129 1,390

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

融資実行件数 1200

21貸付金 中小企業融資原資

金額（千円）主な事項
959,0002,050,000

16年1定　・城北信用金庫と区内業者の親密度、地域経済や区内業者への影響、地域貢献
16年3定　・城北信用金庫のサービス低下と区の具体的対応、区内金融機関の適正競争の促進
　　　　 ・地域に根ざした信用金庫の役割と直接融資の実施
17年3定　・ 預託原資を取り崩して損失補てん付き融資を実施すること

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

中小企業融資原資 1,030,000中小企業融資原資

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

預託を、当面の間継続して実施していく

預託本来の目的である融資実行の呼び水としての実行
率の引き上げや金利引き下げ効果等、区内中小企業者
の事業資金調達の円滑化、経営の安定化に繋がること
が期待される。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

　預託については、超低金利が長く続き、その効果は薄れつつある状況であった。また、他12区においても
既に廃止していることから、段階的に減額し、18年度をもって廃止するという方針を平成16年度に決定して
いた。
　しかし、昨年(18年)の量的緩和やゼロ金利政策の解除など国の金融政策が変更され、貸出金利の上昇が強
まりつつある状況である。また、平成19年10月からは、信用保証制度が大きく改正され、責任共有制度(信
用保証協会と金融機関の融資実行に係る保証割合の共有)の実施されることとなり、その結果、金融機関が
融資先企業を選別する可能性があり、中小零細企業の資金繰りに影響が出ることが懸念される。

04-02-12



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

250
360450
259

担当者名
若手後継者育成事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀

①決算額（19年度は見込み）
予算額

289

450

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

後継者育成は区内産業の活性化のための重要な課題ではあるが、助成団体の固定化や新たな団体結成の動
きがないなど、必要性はやや低下している。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
250

289一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

若手後継者育成事業（54-23-20-01）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

7

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

259

259

250 201

270
201

201

1,104

270
242
862

1,104
10

1,124

270
270
854

1,124
10

270

270
270

270

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
助成団体数 4 3 3 3 3

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

289

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

3

21世紀の区内産業を支える若手経営者による自主的な研修・交流等の活動を支援し、区内産業の活性化
を図る。

区内の若手経営者で組織する産業団体

若手経営者団体に対する活動費の補助
・補助率：１／２
・補助限度額：９万円
・補助対象事業：団体が実施する組織活性化に資する事業、会員の資質向上に資する事業等
・補助対象経費：研修会等の講師謝礼金、会場賃借料、先進工場等視察の交通費等
・補助対象団体：３団体（１７年度）

　11年度   補助限度額を１０万円に変更
　12年度　 補助限度額を９万円に変更経過

3

04-02-13



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｃ

前年度設定

後継者育成は区内産業の活性化のためには重要な課題であるが、現行の支
援方法については再検討の余地がある。

問題点・課題の改善策検討

1 21

3 3 3 3

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

助成団体数 3

負担金補 助成金

金額（千円）主な事項
270242

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

助成金 270助成金

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

当該事業を、若手後継者団体の設立段階における運営
補助として位置付け、補助対象期間に一定の年限を設
けるとともに、補助額の増額を図る。

財政基盤が弱い、団体設立時の運営の円滑化が図られ
ることにより、新たな団体の設立、活動の活発化が促
進される。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

・近年、新たな団体結成がない。
・現行の助成団体は、行事運営、財政運営が、現在円滑に行なわれていることを踏まえ、今後は、補助対象
を、財政基盤が弱い団体設立当初の運営補助に特化するなど、事業の見直しが必要。

04-02-13



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

184
207230
184

担当者名
企業診断事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀

①決算額（19年度は見込み）
予算額

230

230

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

専門家による経営診断を行ったことがない企業（特に小規模企業）にとって、経営の見直しを行う契機と
なるものであるが、一過性の感もあり、必要性はやや低い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
184

230一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

企業診断事業（54-15-75-01）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

48

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

184

184

184 207

207
207

207

977

207
115
862

977
10

923

207
69
854

923
10

207

207
207

207

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
企業診断実施件数 10 8 8 9 5

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

230

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

3

中小企業診断士が経営診断や指導を行うことによって、区内中小企業の経営改善と近代化を支援する。

区内において製造業・卸売業・小売業又はサービス業を主たる事業として営む中小企業

経営診断を希望する企業に対して、中小企業診断士を派遣し、財務状況、事業の成算性や成長性など、経
営全般の診断を行い、経営改善に向けた指導を行う。(診断費用は区が全額負担)

経過

04-02-14



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｃ

前年度設定

区内企業のニーズ等を見極めつつ、現状の規模で継続。

問題点・課題の改善策検討

13 9

企業診断を行った企業を対象に巡回相談を行い、継続
的に経営相談を実施する。

9 5 3 9

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

診断企業数 9

報償費 診断謝礼

金額（千円）主な事項
69115

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

診断謝礼 207診断謝礼

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節

経営診断結果を踏まえた経営の見直しが促進され、区
内企業の経営基盤の強化が図られる。

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

区報や企業巡回等を活用し、引き続きＰＲを強化す
る。

区内企業の関心を高め、企業診断を積極的に活用する
ようになる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

診断希望者が減少傾向にあるため、区内事業者への周知を図り、企業活動の活性化に活用されることが必要
である。
企業診断の効果の検証、企業診断後のフォローを充実するため、企業相談員の巡回相談等によるフォローを
行うことも必要である。

04-02-14



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

90

社会経済の状況の変化に対応するため、中小企業経営者・従業員等区内産業の関係者に対し、経営改善の
ための手法や専門知識などを習得する機会を提供し、区内産業の振興をはかる。

区内企業経営者・従業員等

企業の経営革新や国・都等の制度改正の動向など、企業経営に必要なテーマを選択し、各分野の専門家を
講師に、区内施設においてセミナーを開催する。

１６年度　個人情報保護対策講座
１７年度　中小企業基盤整備機構との業務連携記念セミナー
　　　　　中小企業会計啓発・普及セミナー
１８年度　経営革新セミナー
１９年度　経営革新セミナー
　　　　　マーケティングセミナー（予定）

・平成１１年度まで、「商業セミナー」「工業セミナー」「中小企業経営講座」の３事業を実施。
・平成１２年度　商業・工業を問わず、時代に合ったテーマを取り上げるため、「産業セミナー」として
一本化。
・平成１４年度　求職者のためのＩＴ講習会・就職面接会を「雇用促進事業」として分離。
・平成１７年度　組織改正による事業組替えにより、「工業セミナー」「商業セミナー」を分離。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

17

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

885

事項名
6980 16

13年度
受講者数

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

156

156
156

156

978

156
124
854

978
10

896

112
34
862

896
10

43

197
43

43

199

199

160

根拠
法令等

50

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

工業セミナー（54-17-33-01）

事務事業の種類

課長名

885

都（特定財源）

区内企業に対する法制度改正や国等の新事業の周知、経営革新に向けた啓発を行う事業であり、企業が身
近な場で受講することができるメリットも大きく、必要性は高い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
160

①決算額（19年度は見込み）
予算額

885

885

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀担当者名

工業セミナー

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名

160
317248
199

17年度16年度15年度14年度

04-02-15



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

社会経済の動向を見極め、区内中小企業者が何を求めているかを把握することが重要であり、タイムリーな
テーマ設定を行うことが必要である。

法改正や区、国・都等の事業等の動向を踏まえ、時期
を逸することなく、区内企業のニーズに応じた適切な
テーマを選択し、情報提供を図っていく。

区内企業が、社会経済状況の変化に応じた的確な経営
を行うことにより、競争力の強化、経営基盤の強化が
図られる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

講師謝礼 92
消耗品

講師謝礼
20

会場使用料 44
会場使用料

0
18
16

金額（千円）主な事項
92
32

報償費
一般需用
使用料及

講師謝礼
消耗品
会場使用料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

開催回数 4

13 90 120

1 2 1 4

16 69

Ｃ

前年度設定

受講者数

区や国・都等の新たな支援策と関連するテーマ設定によるセミナーを開催
することは区内企業の経営基盤の強化にとって重要

問題点・課題の改善策検討

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｃ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-02-15



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

14,887
15,29714,959
14,805

担当者名
企業経営・技術・情報等相談事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀

①決算額（19年度は見込み）
予算額

14,480

15,007

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

区内企業の現況調査、受発注や企業相談等への迅速な対応、企業間のマッチング等を的確に行うために
は、専門知識を有するとともに、区内企業の現状を把握し、かつ信頼関係を築いていることが重要である
ため、必要性は高い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
14,887

14,480一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

企業経営・技術・情報等相談事業（54-23-10-01）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

56

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

14,805

14,805

14,887 14,602

14,757
14,602

14,602

15,083

14,938
14,845
238

15,083
10

15,337

15,384
15,098
239

15,337
10

15,779

15,779
15,779

15,779

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
巡回企業数 1,036 1,073 718 613 974

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

14,480

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

934

専門知識を有する企業相談員が、区内企業を訪問し、受発注、下請取引、技術開発、企業のＩＴ化などの
経営相談を行うとともに、区の産業施策の紹介、協力の要請、また、地域産業情報システムのデータ収集
などを行うことにより区内産業の活性化を図る。

区内企業等

企業相談員による、企業経営・人材育成等相談、受発注の開拓及び販路拡大等の支援、企業の新技術・新
製品開発及びモノづくりの支援、企業のＩＴ化支援、区内の創業・開業等の支援の実施(電話・窓口・企
業巡回）

平成　９年度　　　企業相談員を５名から４名へ減員
平成１７年度　　　産業Ｎｅｔの維持管理及び企業のＩＴ化支援を強化するため、１名をＩＴ推進係へ配
置替え。

経過

04-02-16



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｂ

前年度設定

企業相談員の巡回相談、情報提供は区内産業の活性化のためには重要。

問題点・課題の改善策検討

16 6

613 974 950 950

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

巡回企業数 950

一般需用

報酬
共済費
特別旅費

企業相談員報酬
共済費
企業相談員費用弁償

金額（千円）

消耗品等 0
企業相談員費用弁償 105

主な事項
13,579
1,398

13,593
1,196
56
0消耗品等

1,726
企業相談員費用弁償 139
消耗品等 20
企業訪問連絡票

共済費

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

企業相談員報酬 13,579
共済費

企業相談員報酬

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節

315

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

部内の景況報告会を引き続き実施し、区内企業の情
報、ニーズ等の共有化を図る。

区内企業のニーズに適応した新規施策の構築、施策の
見直し、クラスター構築に向けた企業マッチングの充
実・強化が図られる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

区内企業の現況や経営者等の意見・要望を施策に反映させるため、企業相談員が巡回相談により得た景況感
や企業情報等を部内で共有化を図ることが必要。

04-02-16



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

● （○ ● ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

取引先企業の倒産による区内企業の連鎖倒産を防止及び企業の信用力の向上に資するため、中小企業基盤
整備機構（中小機構）が運営する「中小企業倒産防止共済制度」の加入に要する経費の一部を助成し、加
入の促進を図る。

区内企業

中小企業倒産防止共済制度に新たに加入する企業を対象に、掛け金の一部を助成する。

助成額　　　　各月の掛金の２分の１（上限　月額１万円）
助成期間　　　契約から６か月

小規模企業では、取引先企業の倒産により、売掛金債権等の回収が困難となったため資金繰りに窮し、事
業継続が困難となり連鎖倒産する危険が大きい。中小企業倒産防止共済制度は、取引先が倒産した場合、
積立額の１０倍の範囲内で、回収困難な売掛金債権相当額を無利子、無担保、無保証人で貸付を受けるこ
とができるものであり、連鎖倒産の防止に効果があるとともに、加入により企業の信用力が高まり、融資
を受けやすくなることから、当該事業の検討を行った。

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

6

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

事項名 13年度
新規加入企業数

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

9,000

9,000
9,000

9,000

1,214

12,000
360
854

1,214
10

0

0

0

0

0

0

0

根拠
法令等

18

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

中小企業倒産防止共済加入助成事業（54-23-40-01）

事務事業の種類

課長名

0

都（特定財源）

本助成事業を実施することにより、中小企業倒産防止共済制度が一層周知され、加入者が増加することに
より、区内企業の連鎖倒産の防止が期待できるものであり、必要性は高い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
0

①決算額（19年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀担当者名

中小企業倒産防止共済加入助成事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名

17年度16年度15年度14年度

04-02-17



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

中小機構等の関係機関と連携し、倒産防止共済制度及び助成制度を周知し、加入促進を図ることが必要。

区報や区が行なう企業巡回等のほか、当該制度の加入
手続を行なっている金融機関や東京商工会議所荒川支
部の協力を得て、一層の制度の周知を図る。

より多くの区内企業が共済に加入することにより、連
鎖倒産の防止が図られる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

助成金助成金

金額（千円）主な事項
360負担金補

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

倒産防止共済加入率 20.0 加入者数/区内企業数－ － 13.7 15.0

Ｂ

前年度設定

下請構造が強い区内企業の経営基盤を強化する上で重要。

問題点・課題の改善策検討

1 21

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-02-17



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

1,198
9001,198
520

担当者名
工場建替促進事業

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀

①決算額（19年度は見込み）
予算額

650

1,200

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

現在、区には賃貸工場がないため、工場建替に伴う企業の経費負担を軽減し、事業の継続性を確保するこ
とにより、区内の定着促進に一定の効果がある。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
1,198

650一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

工場建替促進事業費（54-23-50-01）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

9

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

520

520

1,198 0

900
0

0

1,817

955
955
862

1,817
10

1,026

1,280
172
854

1,026
10

832

832
832

832

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
助成件数 3 2 2 0 3

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

650

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

2

老朽化等により区内で工場の建替えを行う企業に対して、建替え期間中の賃貸工場に係る家賃の一部を補
助することによって、区内での操業の維持と環境の改善を図り、活力ある産業のまちを目指す。

区内で工場を建替える際に、民間賃貸工場を利用する中小企業の製造業者。

建替え期間中の賃貸工場に係る家賃の一部を補助する。
(1)補助率　　　１／３
(2)補助額　　　月額１０万円限度（千円未満切捨て）
(3)補助期間　　最大１２ヵ月

経過

04-02-18



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ｂ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ｂ

前年度設定

区内の工場定着の促進のためには重要。

問題点・課題の改善策検討

0 2 2 2

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

助成申請企業数 2

負担金補 助成金

金額（千円）主な事項
172955

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

助成金 832助成金

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

区報や企業巡回等を活用し、補助事業の周知を図る。
財政基盤の弱い小規模事業者の工場建替促進が図れ
る。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

区内での工場建替えが促進されるよう、補助事業の周知をより一層図ることが必要。

04-02-18



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ●計画 ○非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

17年度16年度15年度14年度

カリキュラムの策定、講師の選定等について、１７年６月に業務連携の覚書を交わした独立行政法人中小
企業基盤整備機構の支援を受け実施した。

担当者名
あらかわ経営塾

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名 産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀

①決算額（19年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

企業経営者のビジネスプラン策定能力やマネジメント能力のアップとともに、企業間交流の促進、将来の
産業界を担う人材の育成の観点から、必要性は高い。

必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
0

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

あらかわ経営塾（54-25-40-01）

事務事業の種類

課長名

終期設定
年度平成昭和
年度

根拠
法令等

17

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度

0

0

0 0

0

5,121

4,152
811

4,310

5,121
50

4,788

4,342
1,372
3,416

4,788
40

2,964

2,964
2,964

2,964

19年度18年度

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度13年度
受講者数 12

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

事項名

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

10

・企業のトップが、経営革新を図るため、自社の経営課題の把握・戦略的経営計画の策定及び実践に必要
な専門知識の習得、マネジメント能力の向上を図る。
・将来の区の産業界を担う人材の育成と企業間連携の促進を図る。

区内中小企業の経営者、経営幹部、後継予定者等

１　実施回数　８回（7月～1月）
２　募集人数　１６名
３　会場　　　サンパール荒川集会室
４　主催等　　主催：荒川区、協力：独立行政法人中小企業基盤整備機構
５　塾長　　　愛知学院大学教授・早稲田大学名誉教授　二神恭一（ふたがみ きょういち）氏
６　講師　　　中小機構アドバイザー

※１８年度以降は、中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画の承認を目標に、個別指導を導入す
るなど、参加企業の状況に応じたきめ細かな対応を実施。

平成１７年度　あらかわ経営塾開講（ビジネスプラン策定を目標）
平成１８年度　目標を中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画の承認に変更

経過

16

04-02-19



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ａ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

Ａ

前年度設定

経営革新計画新規承認企業

区内企業の経営革新に向けた計画の策定を通じ区内企業の経営基盤を強化
するとともに、区の産業界を担う人材の育成、人脈の形成を図ることは、
極めて重要。

問題点・課題の改善策検討

経営革新計画承認企業に対する補助事業との連携強化
を検討する。

5

－ 12 10 16

－ －

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

参加人数（修了者数） 16

3 5

使用料及
役務費

報償費
食料費
一般需用

講師謝礼

消耗品

金額（千円）

会場使用料 304
筆耕料 0
消耗品 110

主な事項
1,281
15

636

20

155会場使用料

14
消耗品 100
会場使用料 240

講師賄い

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

講師謝礼 2,610
講師賄い

講師謝礼

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

節・細節

経営革新計画の策定に取組む区内企業の増加が図られ
るとともに、当該計画の円滑な実施が図られる。

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）

各受講者の進捗状況を踏まえ、個別指導の時期等、よ
り弾力的な対応を行なう。

経営革新計画の承認に向けたより効果的な指導が可能
となる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

・受講者が、実践的な経営戦略の策定ができるよう、発展的なカリキュラム・コース の設定、講義・演習
内容のブラッシュアップを図ることが必要。
・経営革新計画に対する区内企業の関心が高まるよう、承認企業に対する補助事業の優遇策等について検討
する。
・経営革新計画に取組む企業の増加を図るため、補助事業等との他の施策との連携を図ることが必要。

04-02-19



事務事業分析シート（平成１９年度）
No1

● （○ ● ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ●計画 ○非計画

（●直営 ○一部委託 ○全部委託 ） （直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

100

中小企業支援の専門機関である独立行政法人中小企業基盤整備機構の相談会やセミナーを、区内の同一会
場で定期的に開催することにより、区内企業の参加を促進し、経営基盤の強化を図る。

区内外の中小企業等

　独立行政法人中小企業基盤整備機構（中小機構）との連携の一環として、機構のサテライト事業（セミ
ナー、相談会）を、区内で定期的に共同開催する。区は会場使用料を負担し、中小機構は、謝礼等の他の
経費を負担する。

１　日暮里経営セミナー
　　時期　　　年４回実施（７月、９月、１１月、１月）午後６時～午後８時
　　会場　　　日暮里ラングウッド
　　テーマ　　資金調達、営業力強化、事業承継等（予定）
　　定員　　　各回７０人
２　日暮里経営相談会
　　時期　　　月１回（７月～２月※８月、１２月は除く）午前１０時～午後４時
　　会場　　　西日暮里スタートアップオフィス
　　内容　　　経営全般
　　定員　　　各回４社

平成１７年６月に中小機構と業務連携の覚書を手交。
１７年度については、あらかわ経営塾の運営支援、産業振興懇談会への参画等の協力を得た。
１８年度の新たな提携事業として、上記事業の検討を行った。

目的

対象者
等

内容

32

（単位：千円）

実
績
の
推
移

68
24

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

相談会参加企業数

事項名 13年度
セミナー参加企業数

17年度 18年度 19年度14年度 15年度 16年度

19年度18年度

0

447

0

2,913

462
351

2,562

2,913
30

0

0

0

0

0

0

0

根拠
法令等

18

行政評価
事業体系

産業革新都市[Ⅲ]
活力ある地域経済づくり[05]政策

施策

開始年度
終期設定

年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

企業経営基盤の強化支援[05-04]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（19年度）

中小機構サテライト事業（54-25-50-01）

事務事業の種類

課長名

0

都（特定財源）

区内企業が、身近な場で専門機関の事業を有効活用できるものであり、必要性は高い。必要性

実施
方法

13年度

国（特定財源）
0

①決算額（19年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

産業経済部経営支援課
内線 ４５９安達和秀担当者名

中小機構サテライト事業（日暮里経
営セミナー・相談会）

新規事業 19年度 18年度

計画区分

石原　久部課名

17年度16年度15年度14年度

04-02-20



事務事業分析シート（平成１９年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（
指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（
要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

参加企業のアンケート結果では、実施内容について概ね高評価を得ている。さらに多くの新規企業が参加さ
れるよう、中小機構や周辺区と連携して広く周知することが必要。

区の大半を占める小規模企業の経営に関連するテー
マ、内容を設定するとともに、各媒体を活用し、一層
の周知を図る。

区内企業の参加が増加し、経営改善に対する意識啓発
及び中小機構の事業に対する関心の向上・利用促進が
図られる。

改善により期待する効果平成20年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成18年度（決算）
節・細節

平成19年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成17年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

消耗品 42
看板作成

消耗品
45

会場使用料 360
看板作成

金額（千円）

会場使用料 269

主な事項
38
44

一般需用
役務費
使用料及

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

セミナー参加企業数 100

24 30

年間受講者数

30 年間相談者数

－ － 68 100

－ －

Ａ

前年度設定

経営相談会参加企業数

企業経営に必要となる各種情報をタイムリーに提供し、かつ、区内企業に
とって国の専門支援機関を身近なものとする契機となるものであり、極め
て重要。

問題点・課題の改善策検討

22

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

Ａ

分類についての説明・意見等
今年度設定

16年度 17年度 18年度 19年度

04-02-20




